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（研究要旨） 

 平成 25 年 2 月、三重大学医学部附属病院は、小児がん拠点病院として指定された。

他の 14 施設はすべて人口 100 万人以上の大都市を持つ都道府県に所在しており、本院

は、唯一、地方に所在する小児がん拠点病院として、他の地方都市にある小児がん診療

病院のモデルとなるべき活動を展開しなければならないと考えている。本年度は、それ

らの活動のなかで、小児がん患者の闘病中の教育にフォーカスをあて、院内教室の現状

を調査し、運用上の課題の抽出を行った。 

 

（A.研究目的） 

 平成 8 年 4 月に設置された三重大学医

学部附属病院・院内学級の現状を調査し、

国内他施設における院内教室との比較を

行うことで、小児がん患児の入院中の教

育のあり方を検討する。 

 

（B.研究方法） 

①研究班全体で統一した以下の項目で病

院内の教育環境の調査を行った。 

②すなわち、i) 院内学級・学校等の名称、

ii) 特別支援学校本校・分校・分教室・訪

問、小・中学校の病院内の特別支援学級

のうちいずれか、iii)ベッドサイド事業の

有無、iv)高校教育の有無、v)IT 活用事業

の有無と活用事例、vi)その他特記すべき

事項とした。 

 

（C.研究結果） 

i) 院内学級・学校等の名称：三重県立緑

が丘特別支援学校・大学病院内教室 

ii) 特別支援学校本校・分校・分教室・訪

問、小・中学校の病院内の特別支援学

級のうちいずれか：特別支援学校（病

弱）の分教室 

iii) ベッドサイド事業の有無：あり 

iv)高校教育の有無：なし 

v)IT 活用事業の有無と活用事例：なし 

vi)その他特記すべき事項：①月 1 回の医

教連絡会を実施し、患児に関する情報交

換を行っている。②院内他職種の協力を

得て、院内遠足を実施し、病院内の業務

を学ぶ取り組みを行っている。 

 

（D.考察） 

 本院院内教室は、県立特別支援学校の

分教室として、小学生および中学生を対

象にした教育を実施している。教員数は、



5 月

り、これまで、

教員 

同分教室では、教室内での授業に加え、

ベッドサイドでの授業（写真

内遠足、季節の行事などが実施されてい

る。 

 分教室は

医療従事者との協力により

みが実践されてきた。それらの取り組み

の具体例として、病棟師長から教員への

毎朝の「患児体調報告」、月

絡会（病棟医長と教員による情報交換）、

退院時の原籍校との教育連携（院内学級

教員から原籍校教員への教育進度に関す

る情報提供）、外来担当医師から通院中の

患児に関する「生活管理指導表」

の送付などがある。

 一方、今後改善されるべき課題として、

①高等部の配置、②入院中からの原籍校

との情報共有、

などがある。さらに、一部の

ら特別支援学校卒業の履歴への抵抗感が

示されることもあり、その名称について

の検討も必要である。

 これらの課題の解決に向けて、他の小

 

月 1 日在籍者数によって規定されてお

り、これまで、小学部教員

 2 名程度の教員が配置されてきた。

同分教室では、教室内での授業に加え、

ベッドサイドでの授業（写真

内遠足、季節の行事などが実施されてい

 

分教室は設置後

医療従事者との協力により

みが実践されてきた。それらの取り組み

の具体例として、病棟師長から教員への

毎朝の「患児体調報告」、月

絡会（病棟医長と教員による情報交換）、

退院時の原籍校との教育連携（院内学級

教員から原籍校教員への教育進度に関す

る情報提供）、外来担当医師から通院中の

患児に関する「生活管理指導表」

の送付などがある。

一方、今後改善されるべき課題として、

①高等部の配置、②入院中からの原籍校

との情報共有、

などがある。さらに、一部の

ら特別支援学校卒業の履歴への抵抗感が

示されることもあり、その名称について

の検討も必要である。

これらの課題の解決に向けて、他の小

 

日在籍者数によって規定されてお

小学部教員 

の教員が配置されてきた。

同分教室では、教室内での授業に加え、

ベッドサイドでの授業（写真

内遠足、季節の行事などが実施されてい

設置後 18 年が経過し、

医療従事者との協力により

みが実践されてきた。それらの取り組み

の具体例として、病棟師長から教員への

毎朝の「患児体調報告」、月

絡会（病棟医長と教員による情報交換）、

退院時の原籍校との教育連携（院内学級

教員から原籍校教員への教育進度に関す

る情報提供）、外来担当医師から通院中の

患児に関する「生活管理指導表」

の送付などがある。 

一方、今後改善されるべき課題として、

①高等部の配置、②入院中からの原籍校

との情報共有、③私立学校在籍者の復学

などがある。さらに、一部の

ら特別支援学校卒業の履歴への抵抗感が

示されることもあり、その名称について

の検討も必要である。 

これらの課題の解決に向けて、他の小

 

日在籍者数によって規定されてお

 4 名、中学部

の教員が配置されてきた。

同分教室では、教室内での授業に加え、

ベッドサイドでの授業（写真 1、2）、院

内遠足、季節の行事などが実施されてい

年が経過し、教員と

医療従事者との協力により多くの取り組

みが実践されてきた。それらの取り組み

の具体例として、病棟師長から教員への

毎朝の「患児体調報告」、月 1 回の医教連

絡会（病棟医長と教員による情報交換）、

退院時の原籍校との教育連携（院内学級

教員から原籍校教員への教育進度に関す

る情報提供）、外来担当医師から通院中の

患児に関する「生活管理指導表」（資料

一方、今後改善されるべき課題として、

①高等部の配置、②入院中からの原籍校

私立学校在籍者の復学

などがある。さらに、一部の患者家族か

ら特別支援学校卒業の履歴への抵抗感が

示されることもあり、その名称について

これらの課題の解決に向けて、他の小

  

日在籍者数によって規定されてお

名、中学部

の教員が配置されてきた。

同分教室では、教室内での授業に加え、

）、院

内遠足、季節の行事などが実施されてい

教員と

多くの取り組

みが実践されてきた。それらの取り組み

の具体例として、病棟師長から教員への

回の医教連

絡会（病棟医長と教員による情報交換）、

退院時の原籍校との教育連携（院内学級

教員から原籍校教員への教育進度に関す

る情報提供）、外来担当医師から通院中の

（資料 1）

一方、今後改善されるべき課題として、

①高等部の配置、②入院中からの原籍校

私立学校在籍者の復学

者家族か

ら特別支援学校卒業の履歴への抵抗感が

示されることもあり、その名称について

これらの課題の解決に向けて、他の小

児がん拠点病院での

児がん患者の教育の充実に向けて取り組

んで行きたいと考えている。
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（参考資料
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児がん拠点病院での

児がん患者の教育の充実に向けて取り組

んで行きたいと考えている。

G.研究発表）

該当なし 

参考資料） 

写真 1. 院内教室での理科実験（中学部）

写真 2. ベッドサイドでの授業（小学部）

児がん拠点病院での事例等を参考に、小

児がん患者の教育の充実に向けて取り組

んで行きたいと考えている。
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ベッドサイドでの授業（小学部）

事例等を参考に、小

児がん患者の教育の充実に向けて取り組

んで行きたいと考えている。 

院内教室での理科実験（中学部）

ベッドサイドでの授業（小学部）
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資料資料 1. 小児がん患児用管理指導表小児がん患児用管理指導表小児がん患児用管理指導表 

  


